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（1966年1月制定）

① 役職員自らが生物多様性
　 保全の活動を展開
② 地域の皆さまとの連携に
　 よるネットワークづくり
③ 環境対応型金融商品・
　 サービスの充実

脱炭素・循環型社会
実 現

共 創
地域との

の

の

のデジタル化
地域

課題解決型ビジネス
推 進

CSR経営の
源流

環境経営を

銀行経営 に要諦の

SDGsを

に共通言語

2000年に認証を取得してから20年間、当行独自の環境マネジメン
トシステムを運用しています。ＩＳＯで、サステナビリティビジョン
（長期ビジョン）の実現に向けた経営計画のＰＤＣＡを回し、本業
による社会的課題解決につなげています。

売り手よし

買い手よし

世間よし

近江商人の経営哲学

持続可能な地域社会

私たちは、行是「自分にきびしく　人には親切
社会につくす」を原点とするCSR憲章（経営理
念）の実践を通じて企業価値の向上を目指すと
ともに、地域との共創により持続可能な社会の
実現に貢献します。

1．マテリアリティ（重要課題）の特定と
    事業活動を通じた地域の課題解決
2．事業活動による社会的インパクトを重視した経営
3．地球環境の保全・再生に資する
    ビジネスモデルの確立
4．人権の尊重と社会との信頼関係の構築
5．自ら考え行動できる人材の育成と職場環境の整備

“しがぎん”は、ＣＳＲ憲章（経営理念）に掲げる
「共存共栄」の精神のもと、国連が提唱する持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を私たちの企業行
動につなげ、地域の社会的課題解決と経済成
長の両立をはかり、持続可能な社会の実現に
努めてまいります。

重点項目（ターゲット2030）

地域経済の創造　

地球環境の持続性

多様な人材の育成

① 事業活動を通じた地球環境保全
② 環境負荷低減への取り組み
③ 環境関連法規等の遵守
④ ガバナンス・マネジメント体制
⑤ 全員参加と情報開示

（1999年10月制定・2020年10月改定） （2010年8月制定）

お金の流れで地域の皆さまを幸せにする
三方よしを源流とした“しがぎん”のとりくみ

～
～

いつの時代も

持続可能な
地域社会をめざして

環境方針（抜粋） 生物多様性保全方針（抜粋）

サステナビリティ
ビジョン

ISO14001×SDGs

環境ボランティア活動エコオフィスづくり

（2007年4月制定）

2020 年10月、当行グループの
ESG優先課題や社会的課題解決
を中長期的な観点から議論するた
め、ＣＳＲ委員会を「サステナビリ
ティ委員会」に改組しました。

当行のサステナビリティ基盤

しがぎんSDGs宣言 サステナビリティ方針

環境環境
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環境金融
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（2020年10月制定）（2017年１１月発表）

CSR憲章

「地域社会」
「役職員」

「地球環境」
との共存共栄

「お金の流れで地球
環境を守る」との気概
で、本業による環境保
全の取り組みを実施

環境ボランティア活動を通じて
環境意識の高い人材を育成

銀行内の省資源・
省エネルギー活動を推進
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